
↑国指定天然記念物　 石戸蒲ザクラ
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　 東京から電車に揺られて約１時間。窓の外に緑が見えてく ると北本

に到着です。東京に近い場所にありながらも、市内全域が埼玉県初

の森林セラピー基地として認定されている、緑豊かなまち。そんな緑

ある環境は、健康と癒しをもたらしてく れるだけでなく 、さまざまな生き

もののすみかや子どもたちの遊び場、集いの場としても活躍していま

す。緑と暮らしの距離が近いのもまちの特徴。公園や雑木林、農のあ

る暮らしなどの風景が日常にあふれ、四季折々に緑がまちを彩ります。

　 水辺や緑が広がる荒川沿いは、「 北本自然観察公園」や「 高尾宮岡

の景観地（ 緑のトラスト 保全第８号地）」が整備され、さまざまな生きも

のが住み、守られています。そんな動植物や昆虫とふれあう 体験やイ

ベント が、市内で活発に行われています。こうした緑や生きもの、自然

環境を市民・ 事業者・ 民間団体と行政が一体となって守りつないで

います。

　 東京から電車に揺られて約１時間。窓の外に緑が見えてく ると北本

に到着です。東京に近い場所にありながらも、市内全域が埼玉県初

みどり
　 東京から電車に揺られて約１時間。窓の外に緑が見えてく ると北本　 東京から電車に揺られて約１時間。窓の外に緑が見えてく ると北本

りと

と も につく る

↑埼玉県自然 学 習センタ ー（ 北本自然観察 公 園）
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石井 岳則さん

すみれちゃん

↓
緑と とも にある 暮らし

北本市内は公園や雑木林のプレーパー

ク「 モリト コ 」など、緑の中で のびのびと

遊べる場所がたく さんですよね。娘もそこ

に集まる子どもたちと思いっきり遊んでい

ます。人と自然と ふれあえる緑の中で子

どもの世界が広がっていく のを感じます。

みどり と 北本びと

Interview
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　 大宮台地の北端に位置している北本市。市のほぼ

全域に大宮台地が広がっていて、同台地の中でも最

高地点に位置しています。市内で１番標高の高い高尾

付近の海抜は33メ ート ルで、市内の西側を流れる荒

川と の標高差が大きく 、市内のほぼ全域で洪水の危

あんしんあんしんと

リ ク ル ート (株)発 行 の「 首 都 圏

184市区GNSで 読み解く 災害に

強い街ランキング」で、北本市が

一 都 三 県(東 京 都、 埼 玉 県、千

葉 県、 神奈 川県)の町村を 除く

全184の自治体中、第3位と なり

まし た。

災害に強い街

ランキング

総合３ 位
（ 184市区中）

地震に強い街 9位

洪水に強い街 8位

ハード 対策 10位

ソフト 対策 9位

2 0 2 1 年と も につく る

険性は低く なっています。そのため、地震や水害時で

も、自宅で安全に生活を継続できる場合は在宅避難を

推奨しています。災害リスクの低い立地を活かしつつ、

さらなる市民の安心安全のため、避難訓練や消防団

の協力により、有事に備えています。

北 本 市
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縄文時代前期の大宮台地周辺

　 高尾の荒川に続く 斜面には、埼玉県の平野で唯一のカタク

リ 自生地があります。昔から 里山で暮ら す人々に愛でら れて

きたカ タ クリ 。春には高台の斜面を 一面の薄紫に染めます。

北本市の里山の春を象徴する花です。

　 縄文時代前期、現在の埼玉県にあたる場所には海が広がり 、大

宮台地は海に囲まれていまし た。当時の人々は、水が湧き出る北本市

で 里山文化を 紡ぎながら 豊かに暮らし ていたよう です。昔から ある強固な地盤と 高台

が、私たちの暮らしを守り 、里山をつないできたのです。

つ な が れ て き た

北 本 市 の 里 山 暮ら し

Column

市内のほとんどがローム層

と 呼ばれる火山灰土で覆

われて おり、揺れにく く 、

液状化のリスクが低いとい

われている、比較的安定し

ている地盤です。
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付近

40m
30m
20m
10m

海抜0m
-10m
-20m
-30m
-40m

ローム層

北本市

木下層
（ 泥・ 砂）

清川層
（ 泥・ 砂・ 礫）

大宮層
（ 礫・ 砂・ 泥）

※平成26年独立行政法人　 産業技術総合研究所
 地質調査総合センタ ー「 鴻巣地域の地質」を参照し作成

常総粘土
（ 凝灰質粘土・ 砂）

↓荒川の岩盤（ 昭和54（ 1979）年）

市内のほぼ全域で、荒

川との標高差があり、一

部の地域を除き水害のリ

スクが低く なっています。
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　 北本市は、海が広がっていた縄文時代においても、

高台に位置し、湧き水にも 恵まれていたため、多く の

人々が暮ら す地でした。市内には関東最大級の規模を

誇る環状集落「 デーノタメ 遺跡」が残されており、当時の

様子を私たちに教えてく れます。通常の遺跡ではほとん

ど残らない有機質の遺物が見つかっており、狩猟採集

だけでなく 植物を栽培し、食すという 縄文時代の新たな

暮らし方を発見する手がかりになりました。北本市の暮

らしの原点ともいえる、歴史の息吹が残るこの遺跡は、

歴史的・ 文化的財産でもあります。昔の人々の思いが、

暮らしが、現代に伝わる遺跡。さまざまな取組によって

その価値を守り、未来へつないでいます。

　 北本市は、海が広がっていた縄文時代においても、

高台に位置し、湧き水にも 恵まれていたため、多く の高台に位置し、湧き水にも 恵まれていたため、多く の

おもい
　 北本市は、海が広がっていた縄文時代においても、

おもいと
クルミ 形土製品 勝坂式土器と

オニグルミ

勝坂式土器

ヒスイ製大珠 ヒメ コガネの羽 漆塗土器

　 縄文時代には、自然と共生しな

がら住み続けるムラづくりが行わ

れていました。それは現代の持続

可能な開発目標であるSDGｓ の

考え方に通じています。人々が同

じ場所で暮らし続ける上で大切な

ことは、今も縄文時代も同じなの

かもしれません。

縄文に学ぶ循環・ 共生・ 平和

と も につく る
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平成６ 年の第一回の祭りから 関わり続け

ています。祭りが好きだからこそですね。

ねぷたと地域伝統のお囃子が見所。その

毎回の盛り上がりにやりがいを感じます。

みなさまにも、見るだけでなく 、ねぷたを

曳いたり、つく ったり、一緒に楽しんで参

加してもらいたいです。

平成６ 年の第一回の祭りから 関わり続け

ています。祭りが好きだからこそですね。

ねぷたと地域伝統のお囃子が見所。その

毎回の盛り上がりにやりがいを感じます。

みなさまにも、見るだけでなく 、ねぷたを

曳いたり、つく ったり、一緒に楽しんで参

　 かつて地域を盛り上げるため、北本で全国の祭りを

再現しようという 試みがあり、その一つが、ねぷた祭り

でした。その思いが受け継がれ、北本まつり「 宵まつり」

は関東最大級のねぷた祭りへと成長しました。地域の

コミュニティごとに作成された個性豊かなねぷた絵が

秋の夜空を彩ります。子どもから 大人まで、地域が一

丸となって参加できるお祭りで、今もまちを代表するイ

ベント となっています。また、子どもの健やかな成長を

願う 初山参りも、一足早い夏祭りとしてにぎわいます。

伝統行事は地域の人々の協力で運営・ 準備されており、

こうした地域の宝が北本市で大切に育まれています。

おも い と 北本びと

Interview

北本まつり
「 宵まつり」部門

実行委員会
副実行委員長

加藤 祺さん

↑ 初 山 参り

↓ 北 本ま つり「 宵ま つり 」
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　 ト マト がまだ珍しかった大正14（ 1925年）年、市内で発足した

「 農友会」が中心となってト マト の種子の輸出に挑戦したことが

始まりです。昭和初期には県内有数のト マト 産地として知られ、

有名ホテルで北本産のト マトクリームが使われるほど定評があ

りました。市民のアイデアで生まれた北

本ト マト カレーは数々のグランプリを

受賞。アイデアとチャレンジ精神が生

んだ北本ト マト は、市民の思いを受け

継ぎ全国へその名を轟かせています。

北本ト マト の歴史

梨（ 幸水、豊水、彩玉）いちご（ あまりん、やよい姫）

　 緑に寄り添いながら、地域の風土と自然に育まれてき

た北本の食と農。まちと農家さんが一体となって地域ブ

ランド の創生に取り組んでいて、北本らしい逸品を「 北本

ブランド 」として認定し全国に発信しています。また、市

内農産物・ 加工品を「 ＆ｇｒｅｅｎ  ｆ ｏｏｄ 」と位置付けPRする

など、北本の恵の魅力をさまざまな方法で伝えています。

　 緑に寄り添いながら、地域の風土と自然に育まれてき

た北本の食と農。まちと農家さんが一体となって地域ブ

めぐみ
　 緑に寄り添いながら、地域の風土と自然に育まれてき

めぐみと

お多福来大根 中山道ナス

銀杏（ 久寿、藤九郎、金兵衛）

北本ト マト カレー

フルーツカブ

プラム
（ サマーエンジェ ル、サマービュート 、貴陽）

さつまいも（ 紅はるか）

北本ト マト カレー

と も につく る

北本ブランドについての

詳細はQRコード からアクセス
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市街地の活性化を始め、人々が集う マー

ケット や、団地での場作りなどさまざまな活

動をして、北本を盛り上げています。暮らし

に面白いことをプラスしたいという思いが行

動の源。そんな自分たちの活動が、地域の

にぎわいにつながるのは誇らしいですね。

　 市民によるさまざまな活動が活発な北本。住む人々

自身が、まちの魅力を育てる活動は、市外からも注目

を集めています。そんな人々の思いが形となった活動

の輪がひろがり、私たちの誇りと明日の北本の活力と

なっています。

　 雑木林の中で子どもたちがのびのびと自由に遊べ

るプレーパークを開催するモリト コさんと、多様な暮ら

しの魅力をともに考える地元のまちづく りチーム、暮ら

しの編集室さんにお話をう かがいました。

ほこり
を集めています。そんな人々の思いが形となった活動

の輪がひろがり、私たちの誇りと明日の北本の活力と

なっています。

　 雑木林の中で子どもたちがのびのびと自由に遊べ

るプレーパークを開催するモリト コさんと、多様な暮ら

しの魅力をともに考える地元のまちづく りチーム、暮ら

しの編集室さんにお話をう かがいました。

ほこりと

と も につく る

ほこり と 北本びと

Interview

子どもが自由に遊べる場所が欲しいと思っ

ていたところ、同じ 思いを持った方と出会

い、雑木林に遊び場を作るモリトコを立ち上

げました。今ではスタッフも遊びに来る方も

増え、毎回にぎわっています。親子で楽しめ

る場として、未来につなげていきたいです。

ほこり と 北本びと

Interview

森と子育ての
つどい

「 モリトコ 」

橋本 利佳さん

合同会社
暮らしの編集室

江澤 勇介さん
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